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図書館と史料収集－余話－

小川国治

昭和52年（1977）、私は、在外研究員としてロンドン大学に赴き、主として同大学やイギリス

公文書館（官公記録局）が保存する史料の収集を行った。しかし、一方で私は、ケンブリッジ大

学に寄託されているジャーディン＝マセソン商会の史料にも強い関心をもっていたので、ロンド

ン大学のピーズリー教授の紹介により同商会の許可をえて、ケンブリッジ大学図書館で同商会史

料の検討をすることとした。ケンブリッジ大学には、既に石井寛治氏（東京大学）が滞在してお

られ、同商会史料の分析を進められていた。私も同大学図書館のパンプリン女史に閲覧の便宜を

はかつて頂き、同商会史料の検討と収集を行った。丁度、 5月から 6月にかけての時期であった。

この成果の一部は帰国後明らかにしたが、近年、石井氏も r近代日本とイギリス資本」を上梓

された。以下は史料収集の余話である。

文久3年（1863) 9月23日、イギリスの都ロンドンのアメリカン・スクエアーにある旅館の一

室で、長州藩土井上聞多（馨）、伊藤俊輔（博文）、野村弥吉、遠藤護助、山尾庸造ら 5名は、一

別以来の無事を互いに祝福し合った。この日午前8時頃、井上、伊藤両名は、ロンドン港に入津

し、午後ジャーデイン＝マセソン商会から迎えに来た 1人の男の案内で旅館に着き、そこで上海

で別の船に乗った野村、遠藤、山尾ら 3名の無事な姿を見て歓喜したのである。この5名は、同

年5月12日の夜、ジャーディン＝マセソン商会の手引きにより横浜からイギリス汽船ケルスイッ

ク号に乗船し、接夷の嵐が吹き荒れる日本をあとにしていた。

彼ら 5名の渡航は、長州藩主毛利敬親の黙認のもとに周布政之助や桂小五郎（木戸孝允）らが

推進し、長州藩用達大黒屋榎本六兵衛の手代佐藤貞次郎の斡旋によって実現したものであった。

このとき渡航資金5,000両の調達にあたって、村田蔵六（大村益次郎）の協力があったことは、

井上、伊藤の伝記などによって広く知られている。彼ら 5名の渡航に際して、大きな役割を果た

したジャーデイン＝マセソン商会は、インドからアヘンを中国に運び、これを販売して基礎を築

き、更に中国茶をイギリス本国へ輸送して巨大な利益をあげ、当時極東最大の貿易会社となって
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いたものである。同商会史料によると、長州藩 5名の出国を密かに手引きしたガワーは、同商会

のエ｝ジェントとして横浜で生糸の買付に敏腕を振っていた人物であった。イギリス横浜領事の

本国外務省へ送った報告書によると、彼は、「ジャーディン＝マセソン商会の俸給を受けている

差配人サミエル・ガワー氏J (F 046）とあり、同商会と密接な関係を持ちながらも独自な活躍を

した長崎のグラパーとは性格が若干異っていた。

長州藩とジャーデイン＝マセソン商会との関係は、前年の文久2年9月に向商会から汽船ラン

スフィート号（壬戊丸）を購入したことによって密接化しており、同商会が藩士5名の密かな渡

航を引き受けたのも、格別唐突なことではなかったのであるo 日本側の史料によると、ランス

フィート号は、同商会の所有船となっているが、イギリス公文書館所蔵の「船舶原簿」によると、

同船は、ロンドンのシティーの商人マグニャックの所有で、安政2年（1855）に建造され、ロン

ドン港に登録された積載量449トンの汽船であった。同船は、「1862年9月外国人へ売却」（BT

108）と、ロンドン港の船籍が消却されているo これは長州藩が同船を購入した事実を示している

と思われる。

井上、伊藤らの伝記には、彼ら 5名が横浜を出港して上海に着き、ジャーデイン＝マセソン商

会の上海支社でケルスイックという人物に会ったとき、全く会話ができずに困り果ててしまい、

渡航目的が尋ねられているようだからと、英和辞書を繰りながら「海軍の研究J の積りで「ナピ

ゲーション」といったところ、同語が航海・航海術を意味するものであったため、後に航海中水

夫と同様の取り扱いを受け、非常に苦労したことが記されている。しかし、これは単に言葉の取

り違いによるものではなく、同商会としては、前年に汽船を長州藩に販売したことから、彼らを

航海術の訓練生とみなしたために生じたものであろう。

元来、長州藩がイギリスへ留学生を派遣するに至ったのは、文久2年にランスフィート号を購

入し、井上、山尾らに乗り組みを命じたところ、彼らが全く運航できなかったこと、当時幕府海

軍奉行勝安房守（海舟）の塾で機関学を習っていた長州藩士土屋平四郎も未経験で操船すること

を辞退したこと、などによるものであったのである。

長州藩士5名は、上海から井上、伊藤の両名がペガサス号へ、野村、遠藤、山尾の3名がホワ

イト・アッダー号へ乗り組みロンドンへ向かった。ロンドンへの到着は、上海を10日ほど遅れて

出航したホワイト・アッダー号が先着し、井上、伊藤両名が旅館の一室で3名に迎えられること

になったのである。これはペガサス号（リパプール船籍）が3年前に建造された525総トンの帆

船であったのに対し、ホワイト・アッダ一号（ロンドン船籍）が前年に建造された914総トンの「軽

快な帆船」（BT108）の新鋭船であったためと思われる。勿論、ペガサス号がマダカスカルから

ケープタウンへ向かうとき風波で難航したことも、同船が遅れた大きな原因であったに違いない。

彼ら 5名は、ジャーディン＝マセソン商会の斡旋により、ロンドンのガワー街にあるクパーの

家に井上、山尾両名が、ドクター・ウィリアムソンの家に伊藤、野村、遠藤3名が分宿し、まず

英語を勉強することになった。このガワー街は、現在ロンドン大学本部の前を北西から南東に向

かつて直線状に走っている道で、北端に同大学のユニパーシティ・カレッジが位置し、南端に大

英博物館がある。彼らの下宿がロンドン大学関係者の家であったことから、当時すでに存在して

いた同カレッジとの関連が配慮されたものと思われる。

しかし、翌元治元年（1864）になると、長州藩が下関で外国商船を砲撃したことがイギリスに

伝わり、各新聞もこのために生じた貿易停滞問題を論じ始めた。そして、幕府が長州藩を処分し

ない場合は列国が自由行動を取るべきである、という論調が各紙に掲げられるに至った。長州藩

が窮地に立ったことを知った5名は、藩の人々にイギリスの情勢を報告して嬢夷の不可能なこと

を説くために帰国を決意し、相談の結果、まず井上、伊藤両名が帰国することとした。撲夷論の

渦巻く長州藩へ帰って開国を説く以上、当然身の危険が予想されたため、井上、伊藤両名が接夷
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論者の刃に倒れるようなことがあった場合は、残る 3名が帰国して接夷の非なることを説くこと

としたのである。こうして両名は、ロンドンにわずか6カ月滞在したのみで、同年3月中旬帰国

の途についた。

以後、井上、伊藤両名が維新の動乱を潜り抜け、明治の新政府で重要な役割を果たしたことは

周知の通りであるo

長州藩士5名のイギリス渡航から 1世紀を経た今日、イギリスで日本工業製品の進出問題が連

日大きく報道されるのを見聞するにつけ、私は、今昔の感を一層深くするのである。

（教育学部教授・附属図書館長）

くお知らせ〉

学術情報センターの情報検索サービスについて

学術情報センターでは、昭和62年4月1日より全国の大学等の研究者、図書館等を対象として

情報検索サービスを開始しました。この情報検索サービスは、全国7大学大型計算機センタ一等

で実施されている各種のデータベースサーピス同様、当面オンラインによる文献情報の検索サー

ピスが主体となっています。

サーピスデータベースの種類は、外国からの導入データベースとセンターでの作成データベー

スに分けられます。導入データベースとしては、各種の抄録・索引誌に対応した二次情報データ

ベース、及ぴHarvardBusiness Review誌の全文データベース及び各国の図書・雑誌の書誌情報

を収録したMAR  Cデータベースがあります。また、作成データベースとしては、わが国におけ

る和・洋の学術雑誌、総合目録データベース、科学研究費補助金研究成果概要データベース及ぴ学

位論文索引データベースがあり、今後順次拡大される予定になっています。

附属図書館では、代行検索サーピスを行うべく準備を進めているところです。

開始月日等が決まり次第お知らせします。

なお、このサーピスを利用するための必要な手続きや検索法をまとめた「情報検索サーピス利

用の手引」が、図書館、情報処理センターに置いてありますのでご利用下さい。

図書館専用オフコン導入に伴う開発計画について

附属図書館では、昭和57年1月から本学情報処理センターの電子計算機を利用して、業務の電

算化を推進し、省力化・能率化を図ってきた。当初の開発は、大筋において 1）閲覧管理、 2)

雑誌管理、 3）図書管理、 4）参考業務、 5）全国ネットワークへの参加という順序で進めるこ

とが計画された。その進捗状況については本誌第6巻第1号（昭和60年2月）でも述べたように、

NE Cのサポートの下でプログラムの開発を進め、閲覧管理は昭和57年4月から、雑誌管理は昭

和59年4月からそれぞれ運用に入札昭和60年10月には両サブシステムの開発が一段落した。し

かし、図書管理システム以降の開発については、情報処理センターのハードウエアーの制約の関

連及び全国共同利用施設として昭和59年4月に発足した東京大学文献情報センター（現学術情報

センター）の業務処理との関連をも見極める必要から、根本的に再検討せざるをえなくなった。

昭和61年度から学術情報センターシステムに参画するため、概算要求により図書館専用電子計

算機の設置が認められ、別図のようなNE Cのオフコン（S 150/68V S）システムが本年1月
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14日に設置された。ここに、附属図書館電算化の第2期開発が始まる0

0日常業務のサブシステム開発計画
NE Cが小規模大学図書館のために開発したLI C S Uというパッケージソフトがハードウエ

アーと同時に納入された。このソフトは、単館レベル（分館業務を切り離し）で運用することが

基本であり、本学の実状に合わすために館員による一定の修正作業が必要であるが、開発の省力

化を図るため、利用できる部分はできるだけ使うこととした。

1）本館図書管理システム

昭和62年度受け入れ分から運用に入ることとし、すでにLI C S Uの修正作業およひ若干のプ

ログラム作成作業を進めており、年内に完成する予定である。

2）本館閲覧管理システム

図書管理システムの運用に合わせて、昭和62年度分から研究室貸出業務の運用に入っている。

また、一般貸出業務等の図書館専用機への移行は昭和63年4月に行う予定で、すでにLI C S 

Uの修正作業を進めている。

3）本館雑誌管理システム

LI CS Uの雑誌ソフトは、現行のシステムに比べ業務が大幅に制約されるため使用せず、昭

和63年度受け入れ分から図書館専用機で運用に入ることを目指し、現行のシステムのノウハウを

生かしたプログラムを開発中である。

4）分館図書管理システム

受入処理・目録処理について、 N6500の環境下で、 NE CのソフトウエアーパッケージLAN 

FIL Eを使用して、昭和62年度受け入れ分から運用に入った。なお、検索処理については利用

者用端末機の増設が必要である。

。学術情報センターとの接続

昭和62年4月3目、学術情報センターとの接続テストは終了し、現在Cas e - 1のソフトで

館員の教育用として運用されている。このソフトは、同センターの目録システムデータベースの

検索およぴ登録を可とするものであるが、データを本学のファイルにオンラインで取り込むこと

は不可である。図書館システムへ反映させるために中間ファイルに出力できるソフトはCa s e 

-2であり、直接データのやりとりできるのがCas e - 3である。メーカーは現在Ca s e -

2を開発中であり、本学には本年7月頃に納品される予定である。本学のシステムに取り込むた

めのソフトの開発、ハード環境の整備等の課題も残っており、本格的運用には暫くの時間が必要

と考えている。

。本学情報処理センターと図書館の関係

本学情報処理センターは高度な検索用のソフトや出力装置を備えており、研究室等の端末機か

らも検索できることを考慮すると、利用者の検索用ファイルは同センターに構築しておくことが

望ましいと考え、両分館を含めた図書および雑誌の所蔵マスターを同センターに構築することに

している。

なお、図書館システムは学術情報ネットワークの整備、本学情報処理センターのハード環境お

よび、学内通信ネットワークの整備、事務用電子計算機等の整備等を含めた総合的な電算化計画と

関連させ、逐次検討していく必要があると考えている。

今後とも、大学当局並ぴに利用者各位のこ・支援とご協力を願うものである。

（図書館専門員 松本敬吉）
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昭和62年度附属図書館関係各種委員会委員名簿

く〉運営委員会

。印は委員長

。小川国治（館 長） 竹尾和典（医学部分館長） 早野延男（工学部分館長）

添田建治郎（人文学部） 阿部泰記（人文学部） 堂面春雄（教育学部）

重岡 徹（教育学部） 下和田功（経済学部） 菰田文男（経済学部）

永井克彦（理学部） 内藤博夫（理学部） 黄 基雄（医学部）

日高照晃（工学部） 藤田則之（農学部） 田中幹郎（農学部）

渡辺信生（教養部） 中野良弘（教養部） 篠崎文彦（附属病院）

緒方幡典（医療技術短期大学部） 藤本幸雄（工業短期大学部）

く〉本館図書委員会

。小川国治（館 長） 遠藤 徹（人文学部） 添田建治郎（人文学部）

重岡 徹（教育学部） 中尾佳行（教育学部） 下和田功（経済学部）

菰田文男（経済学部） 阿部憲孝（理学部） 原純一郎（理学部）

藤田則之（農学部） 田中幹郎（農学部） 小杉健三（教養部）

谷口 仁（教養部） 前川英夫（事務部長）

〈〉 医学部分館図書委員会

。竹尾和典（分館長） 黄 基雄（基 礎） 篠崎文彦（臨 床）

芳原達也（基礎・助講） 小田裕胤（臨床・助講） 緒方幡典（医療短大）

く〉工学部分館図書委員会

。早野延男（分館長） 山田英巳（機 械） 中邑義則（資 源）

野口三千彦（工 化） 久井 守（土 木） 姥名良雄（電 気）

滝本昭夫（生 彦） 岡本健一（化 工） 井上克司（電 子）

兵動正幸（建 設） 栗山 憲（共 通） 山本哲朗（工 短）

古賀和利（工 短）
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寄贈図書

（本館）

鈴木重靖（経済学部教授）

現代貿易理論の解明鈴木重靖編大月書店 1987.2 

飴山 寛（農学部教授）

食酢の科学財団法人科学技術教育協会 （生活の科学シリーズ 21)

山本泰男（教養部教授）

現代英米文学人名辞典研究社

山本泰男教官からこの他和書165冊、洋書111冊のご寄贈がありました。

l人事異動 ｜ 
〔昇任〕（62.4 . 1) 

青山 弘 閲覧課長（大阪外国語大学附属図書館図書館専門員から）

〔配置換〕（62.4 . 1) 

横山茂樹 整理課整理係（医学部分館整理係から）

渡辺早苗 医学部分館整理係（医学部総務課庶務係から）

〔転任〕（62.4 . 1) 

山田 周治 （整理課整理係）（京都大学附属図書館へ）

〔再任〕（62.6 . 1) 

早野延男 工学部分館長

日誌｜

2月17日ω 第48回附属図書館運営委員会
2月17日（刈 第20回本館図書委員会

2月23日（月） 図書館職員研修会：学術情報ネットワークの現状と将来

（講師学術情報センター助教授内藤衛亮）

3月11日体） 工学部分館図書委員会

4月9日同 医学部及び医療短期大学部新入生オリエンテーション

4月9日（ホ） 工学部及ぴ工業短期大学部新入生オリエンテーション

4月11日仕） 附属図書館本館新入生オリエンテーション

4月22日（刻 第14回国立大学図書館協議会中国四国地区協議会

（於：山口大学）

4月23日（柑～24日働 第35回中国四園地区大学図書館協議会総会（於：山口大学）

5月20日ω 昭和62年度国立大学附属図書館事務部課長会議
（於：東京医科歯科大学）

5月21日（対～22日働 第58回日本医学図書館協議会総会

（於：東京、高輪プリンスホテル）
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昭和61年度図書館統計表

I 蔵書数（昭和62年3月31日現在）

区 分
図 書 （冊数） 雑

和 洋 言十 和

本 館 649,539 246,109 895,648 7,364 
医学部分館 67,273 58,931 126,204 1,137 
工学部分館 69,535 41,697 111,232 1,144 

計 786,347 346,737 1,133,084 9,645 

II 年間受入数

区 分
図 書 （冊数） 雑

和 洋 言十 和

人文学部 4,014 1,613 5,627 225 

教育学部 4,131 927 5,058 389 
経済学部 5,072 2,687 7,759 1,276 

理 学 部 136 821 957 53 
農 学 部 415 182 597 71 
教 養 部 2,600 1,826 4,426 183 
学生相談所

保健センター 31 6 37 7 
埋蔵文化財資料館 7 
本 館 3,394 989 4,383 2,086 
ィ、 計 19,793 9,051 28,844 4,297 

医学部分館 2,334 2,455 4,789 703 
工学部分館 2,520 2,812 5,332 751 
Aロ． 言十 24,647 14,318 38,965 5,751 

田利用統計

民意 （種類別）
洋 計
2,969 10,333 
1,049 2,186 
836 1,980 
4,854 14,499 

ょg同＝υ－：ぃ- （種類別）

洋 言十

155 380 
248 637 
596 1,872 
198 251 
118 189 
330 513 
4 4 
2 9 

7 
383 2,469 
2,034 6,331 
785 1,488 
717 1,468 
3,536 9,287 

区分
開館回数（日） 入館者数（人） 館外帯出者数（人） 館外帯出冊数（冊）
時間内｜時間外 時間内時間外 計 時間内 時間外 言十 時間内 時間外 言十

本 館
197 203,753 33,461 237,214 23,010 6,565 29,575 43,252 12,046 55,298 

一日平均 712 170 一 80 33 一 151 61 一
医学部 253 33,191 19,878 53,069 15,171 9,885 25,056 30,401 18,351 48,752 
分 館 一日平均 112 79 一 51 39 一 103 73 一
工学部 288 I 198 83,688 16,710 100,398 10,481 3,098 13,579 17,815 5,006 22,821 
分 館 一日平均 290 84 一 36 16 62 25 一

N 文献複写（件数）

区 分
学内者 学外者 他大学等

合計
私費公費小計 私費 私費公費小計

本 館 899 281 1,180 221 440 935 1,375 2,776 

電子式複写
医学部分館 3,921 6,957 10,878 4,563 1,288 1 545 2,833 18,274 
工学部分館 219 20,161 20,380 156 35 493 528 21,064 
Aロ． 計 6,039 27,399 32,438 4,940 1,763 2,973 4,736 42,114 

印画引伸 本 館 0 。 。。 。 。 。。

編集・発行山口大学附属図書館 干753山口市大字吉田電話（0839)22-6111内線788
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